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第２１２号 

第
二
十
七
回 

 
 

「
浜
の
焚
き
あ
げ
祭
」
の
ご
案
内 

  
地
域
の
皆
様
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
一
人
一
人
の
健
康
と 

安
全
安
心
を
願
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
祈
る
「
浜
の
焚
き
あ
げ
祭
」
も 

二
十
七
回
を
迎
え
ま
す
。
今
回
も
会
瀬
小
学
校
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
ま
し
て 

授
業
の
一
環
と
し
全
校
生
徒
が
参
加
し
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

児
童
た
ち
の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
て
昨
年
と
同
様
時
間
を
早
め
て
計
画 

し
て
い
ま
す
冬
の
午
後
浜
辺
で
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

  

高
潮
予
防
の
土
の
う
が
大
量
に
砂
浜
に
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

期 

日 

平
成
二
十
九
年
一
月
十
五
日 

日
曜
日 

 
 
 
 
 
 
 

 

悪
天
候
の
時
は
順
延 

場  

所 

会
瀬
青
少
年
の
家
グ
ラ
ン
ド 

主 

催 

会
瀬
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会 

協 

力 

会
瀬
小
学
校
・
同
ＰТＡ
・
子
ど
も
会
育
連
合
会
・
日
立
第
四
消
防
団 

日 

程 

小
学
生 

 

午
前
中 

普
通
授
業 

雨
天
の
場
合
は
不
参
加
で
普
通
事
業 

 
 

十
三
時
四
十
分 

会
場
到
着 

先
生
の
指
導
で
凧
揚
げ
見
学 

 
 
 

十
四
時
十
五
分 

 

炊
き
あ
げ
祭 

開
始 

              

二
十
五
分 

点
火 

浜
太
鼓
見
学 

 
 
 

十
五
時
十
分  

通
学
班
で
自
宅
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

地
域
の
方
々 

十
五
時
以
降
は
大
人
の
時
間 

＊
一
月
十
四
日
（
土
）
午
前
中
に
祭
壇
を
作
り
ま
す 

正
午
以
後
に
焚
き
あ
げ
る
物
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

焚
き
あ
げ
る
物 

し
め
か
ざ
り
、
門
松
、 

し
め
な
わ
、
飾
り
松
、
神
社
の
お
札
、 

お
守
り
、
だ
る
ま
等 

そ
の
他
正
月
の
飾
り
も
の
、 

書
き
初
め
の
反
古
紙
等
。 

交
流
会   

甘
酒
、
お
茶
、
漬
け
物
、 

ジ
ュ
ー
ス
類
は
用
意
し
ま
す
。 

 
   

酒
類
は
各
自
ご
持
参
下
さ
い
。 

消
火  

十
七
時
に
消
火
し
ま
す
。 

      
 

【 

編
集
後
記 

】 

・
昭
和
23
年
に
公
布
さ
れ
た
国
民
の
祝
日

成
人
の
日
が
あ
り
ま
す
。
55
年
前
の
成

人
に
参
列
し
記
念
品
と
し
て
の
手
鏡
が

出
て
き
ま
し
た
。
裏
に
心
と
書
か
れ
て
ま

す
。
皆
さ
ん
の
記
念
品
は
な
ん
で
し
た
。 

 

近
所
で
成
人
を
迎
え
る
人
が
少
な
く
な

っ
て
お
り
少
子
化
を
実
感
し
て
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

 

会瀬学区自主防災訓練 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
瀬
学
区
の
み
な
さ
ま
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え

し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
単
身
世
帯
や
、
核
家
族
が
増
え
続
け

て
い
る
当
地
域
で
は
、
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
中
で
「
安
、
心
、

安
全
」
が
住
環
境
に
対
す
る
地
域
住
民
の
最
大
の
ニ
ー
ズ
と
し

て
と
ら
え
て
お
り
ま
す
。 

 

会
瀬
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
学
区

防
災
強
化
の
一
環
と
し
て
進
め
て
い
た
海
岸
沿
い
住
民
の
「
津

波
避
難
通
路
」
名
称
、
か
ん
し
ょ
の
坂
、
舟
入
の
坂
、
潮
音
の

坂
、
く
る
ま
坂
、
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
昨
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
再
生
資
源
集
積
所
の

立
ち
当
番
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
ご
近
所
の
協
力
で
順
調
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
や
地
域
自
治
会
が
保
有
す

る
防
犯
灯
に
つ
い
て
も
、
加
入
者
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
町
内

会
の
負
担
軽
減
に
む
け
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
を
積
極
的
に
進

め
ま
す
。 

 

会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠
点
で
あ
る
と

同
時
に
、
地
域
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
育
て
は
ぐ

く
む
「
協
働
」
の
場
所
で
す
。 

 

特
に
管
理
運
営
面
で
は
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
施
設
の
充
実

を
努
め
利
用
者
の
使
い
や
す
い
効
果
的
な
活
用
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
多
く
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

＊ ＊  お  知  ら  せ  ＊ ＊ 

交
流
セ
ン
タ
ー 

年
末
年
始 

休
館
日
の
お
知
ら
せ 

月

日
（
木
）
か
ら 

1
月
３
日
（
火
）
ま
で 

休
館
日
と
な
り
ま
す 

【
問
い
合
せ
】
℡ 

２
５-

１
５
７
７ 

会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

 

健康料理教室 参加者募集 

～減塩食で生活習慣病予防～ 
日 時 平成２９年１月１１日（水） 

１０時開始 

場 所 会瀬交流センター 

会 費  ひとり２００円 

持ち物 米（0.5合）電卓・三角巾 筆記用具 

みそ汁（半カップ）・エプロン 

メニュー ・さつま芋の炊き込みごはん 

       ・ひじきと野菜のつくね 

       ・春菊と麩の酢の物 

募集人数 若干名 

申込み先 直接電話で 

会瀬交流センター  ℡２５-１５７７ 

【問い合せ】 

会瀬地区食生活改善推進委員  

今橋 えつ子 ℡ ３７-１６０１ 

 

おれ俺となのるあなたは何処の誰 

 

会
瀬 

 


